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現在 A学校においても様尺な食育の取り組みが行なわれています B食育をさらに充実
発展させるためには A日尺 A子どもと向きあう教師自身こそが「食」とこれを産みだ
す第一次産業 E農山漁村の価値を「体験」を通じて身をもって実感し A頭で考え A他
者に伝える力を身に付けていることが必要となります B以上の問題関心から A本学で
は将来教師をめさす学生を対象とした酪農家宅への食育民泊体験実習を軸とした学習
フログラムを実施しています B本シンポジウムでは A2年目を迎えた取り細みの成果
を報告 A今後の課題について検討を加え A教師を目指す学生を対象とした酪農家宅民
泊体験実習の可能性を探ります B

20 C4年ⅠOb 25 日(土
13:30ト15:30 開場3O丹

北海道教育大学釧路披講義棟5O2教室
問い合わせ先:01 54-44-3 21 4 (@11E‚³校総務グルーフ A担当:宮前)

チラシ



今の程 「食」の価値を感じ・考え・伝えるために95

、ンンポジウム開催にあたり

宮前耕史
(北海道教育大学釧路校准教授)

「・趣旨説明

みなさまこんにちは。本日総合司会を務めさせていた
だきます、北海道教育大学釧路校の宮前と申します。ど
うぞよろしくお願いいたします。

開催に先立ちまして、本日のシンポジウムの趣旨やス
ケジュールを確認させていただきながら、パネリストの

皆様をご紹介させていただきます。
オープニングの動画にもありました。命の糧「食」を

生み出す生産現場と子どもたちの日常生活との乖離が問

題祝されて久しい時間が過ぎています。こうした事態を
受け、食育の必要性が叫ばれ、学校においても今日様々
な食育の取り組みが行われています。これをさらに充実

させていくためには、日々子どもと向き合っている教師
自身こそが、食とそれを生み出す第一次産業・農山漁村
の価値を体験を通じて身をもって実感し、頭で考え、他
者に伝えていく力を身につけている必要があります。こ
のような力量をもつ教師を育成することは、食料・生産基
地・北海道、とりわけ我が国有数の農業地帯に囲まれた道

東に位置する北海道教育大学釧路校の使命でもあります。
以上の問題関心から、釧路校・教育実習委員会では株

式会社ノースプロダクション、根室地区農協青年部連絡

協議会、JA北海道中央会根釧文郎等のご協力を得まして、
本学の学生を対象とした、酪農家宅での1泊2日の作業
体験・生活体験を軸とする民泊体験実習を実施していま
す。本シンポジウムでは2年目を迎えた取り組みの成果

を報告し、今後の課題について検討を加え、教員養成過
程における酪農家民泊体験実習の可能性を探ってまいり

たいと思います。なお手元に資料があると思いますが、
こちらは昨年度(20は年度)の酪農家体験学習の成果を
まとめたパンフレットとなっています[別添質料]。

2・パネリスト・アドバイザーの紹介

スケジュールを確認しながら、パネリストの皆様をご
登壇頓に紹介させていただきます。

北海道教育大学釧路校准教授・半澤礼z氏、心理学が
専門です。主催者としてプログラムの概要、構成、スケ

、ジュール等についてもご説明させていただきながら、学
生が「酪農家民泊体験」を通じて何を学んだか、ご専門
の立場からご報告いただきます。また、イメージ映像で

も当日の模様についてご紹介させていただきます。

近江正隆氏。株式会社ノースプロダクション社長、北
海道教育大学非常勤講師、文部科学省「今後の学校に
おける食育の在り方に関する有識者会議」委員。また、
NpO法人「食の絆を育む会」理事長として、高校生等、
道外の修学旅行生め「民泊体験」の受け入れに取り組ま

れ、毎年数千人規模での受け入れがあります。本日はそ
の受け入れの真っただ中のお忙しい中で、ご出席いただ

いております。プログラム実施にあたりましては、大学
と地域をつなぐコーディネーターとして奔走いただいた
他、講師・ファシリテーターとしてもご協力いただいて
おります。本日のシンポジウム後段のパネルディスカッ
ションでは進行役もお願いしております。よろしくお願
いいたします。

伊藤美美さん。北海道教育大学釧路校地域教育開発専
攻の2年生です。道束の中標津町のご出身。近江さんの
質問(インタビュ一)に応えるという形で、参加学生か
らの感想・生の声をお聞きいただければと思います。よ

ろしくお願いします。
北海道教育大学札幌校教授・佐々木貴子先生。家庭科

教育がご専門です。札幌校では総合学習開発専攻、生活・
食育グループに所属され、家庭科における食育に関する
指導内容や方法、学習教材の研究をされています。半澤
先生による成果報告と参加学生からの感想等もふまえ、
またご自身が中心となり札幌校で取り組まれている浜頓
別での酪農体験塾の取り組みについてもご紹介いただき

ながら、ご専門の立場から、釧路校の酪農家民泊体験実
習に対する評価やご感想、今後の課題等、改善に向けた
ご助言・コメントをお願いできればと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。
パネルディスカッションの時間にはフロアの皆様と意

見交換の時間を設けていますので、ご意見・ご感想や今
後の課題等、積極的にご参加していただければと思いま

す。最後に、北海道教育大学則学長(釧路校担当) ・玉井
康之教授より、本校の最高責任者として、酪農民泊体，酸
実習の課題・可能性や、本シンポジウムへの感想も含め、
閉会のご挨拶をさせていただきます。なお休憩時間は設
けておりません、2時間続けてご一賭して頂ければと思
います。またお手元にアンケート用紙をご用意させてい
ただきました。よろしければご記入していただき、お借

りの際に、人口付近の回HX箱に人れていただけましたら
と存じます。
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開会のご挨拶

大森享
‚-北海道教育大学釧路校教授 EEsD推進センター長)

こんにちは B北海道教育大学釧路校ESD 推進センター

長の大森です B本日は当センター主催のシンポジウムに

参加していただき誠にありがとうございます B最初に  A
前置きではありませんが A当センターの取り組みついて  A

若干ご紹介したいと思います B
一つは AESDの推進を目的としたユネスコスクール B

今年度(20i4年度)はⅡ月に全国大会 Aその後 ADEsD
の世界大会が予定されています B私も参加しますが Aそ

のユネスコスクールの道内の登録支援を行っています B

二つ目は A地域に生息する野生動物との共存に向けた

野生動物保全教育の普及ということを行っています B先

日開催したシンポジウムでは A知床 E羅目打で行われた幼 E
小 Eキ E喜一貫したヒグマと共存するためのヒグマ学習 B

それから絶滅色貝種で道東に13o明しかいないしまふく

ろう Bそれを守るための虹別中学校の取り組み Bこれは

虹別コロカムイの会と共同しています Bそういった事例

を元に A子どもが野生動物と共存できるような Aそうい

う学力 E知識 E態度が A子どもの発達においていかに重

要なのかということをやっています Bまた Aキタキツネ B

エキノコックスで大分問題になりましたが Aキタキツネ

といかに共存するか Aエキノコックスとは何なのか Aど

のように対処するのか A感染リスクを下げるための駆虫

剤の散布等の研修会を行っています B

三つ目は Aエネルギー問題とまちおこし Bまちおこし

をテーマにエネルギー問題に取り組んでいます B「再生エ

ネルギーを釧路の町から」ということで A日本とドイツ

の比較研究をして Aどこに日本の課題があるのかという

ことを Aシンポジウムを開催して考えてきました B

長々と前置きをしました Bさて A本シンポジウムでは  A

とかくブラックボックス化される食糧生産過程における

深い命の触れ合いの体験に焦点を当て Aそのようなこと

がどのような教育的価値を持っているのかということを A

みなさんと共有したいと考えています B酪農体験 A民泊

体験 Bそれを A学習者として参加した大学生の学びの言

説をもとに Aそのような教育的価値を抽出していく Bこ

れは僕の考えですが Aおそらくみなさんとも共有できる

と思います B

日本の子どもたちの魚の現状の中で Aいじめや自殺と

いった問題があります B確か昨年のことだったと思いま

すが A小学校3年生の女の子が自殺するという Aものす

ごい事態がありました Bそのような命の軽視の現状の中

で Aペットではない A食糧生産過程の中で A命の「深い体験」

をする Bそういった取り組みを広げていくということは  A

そうした命の軽視の克服に向けた大きな教育の一歩にな

るだろうと考えています B

最後にEsDの話をします B再度に発達した2l世紀の

日本の資本主義国家の中で A様々な教育の課題がありま

す Bそれをラディカルに A根源的に克服していくような

取り組みを行っていくに当たり AESDのもつ教育的価値  A

視点 A内容 Aこれらは歴史的な問題を転換する重要な視

点になると思います B私はそのようにESDを捉え E一生

懸命普及に取り組んでいます B

最後になりました B本シンポジウムでパネラーをお務

めいただく先生方 A遠方よりお越しいただきありがとう

ございます B企画 E準備 E運営を中心になりすすめてい

ただいている宮前先生 Aありがとうございます Bそれか

ら大森研究室の伊藤美美さん Aがんばってください B

以上 Aご挨拶にかえさせていただきます B
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プログラムの概要と成果報告

半澤礼之
(ゴヒ海道教育大学准教授)

はじめに

ご紹介いただきました。半澤です。本プログラムの概要

と成果についてお話しさせていただきます。お手元の資

料，と画面は基本的に同一のものとなりますので、どちら

か都合の良い方をご覧になっていただければと思います。
本報告の流れです。まず民泊プログラムの概要につい

てお話しさせていだきます。話しだけだとイメージがわ

きにくいかと思いますので、近江さんに当日の写真を使っ
たムービーを作っていただきました。それをご覧になっ

ていただきたいと思います。

それから成果報告として、学生は民泊体験を通じて何

を学んだのかという点について、アンケートをしたり、

学生の学習を測定するコンセプトマップを使いましたの
で、それらをご覧になっていただきながら、お話しをい

たします。また、学生が何を学んだのか、インタビュー

も行なっています。こちらの動画もご覧になっていただ

きたいと思います。
補足として「今後の課題」というものがあります。こ

ちら後ほどパネルディスカッションで触れることができ

ればと考えております。

実施日時:20I4年5戸30日～6円Ⅰ日(2泊3日)
参加学生:I9名(含む大学院生I名)が㍗2名のヴル一列こ
分かれて酪農家宅に民泊し，作業体験・生活体験在行った

[図Ⅰ-l]フログラム実施体制と参加者

l・民治フログラムの概要

1-1・実施体制と参加者
民泊プログラムの概要についてお話しをさせていただ

きます([図i-i])。まず実施体制と参加者ですが、実施
体制は株式会社ノースプロダクションや根室地区の農協

青年部・友佳部の皆様、JA北海道中央会根釧支部の皆様
のご協力を得て、北海道教育大学釧路校実習委員会が主
催ということになっております。期間は5円30 日一6 月

I 日までの2 泊3 日。参加学生19 名、活動の際はl~ 2
名のグループに別れ、酪農家さんのお宅に民泊、作業体
験や生活体験を行ったというのが大枠です。

Ⅰ一2・プログラムの構成
実際にどのように行われたか申しますと、それがこち

らのプログラムの構成となっております([図1-2-1])。景

-・---一一・[図1-2-1]フログラムの構成

切に事前研修会というものを行いました。こちらは近・江

さんによるご講演と、「車前アンケート」の実施と「車前
コンセプトマップ」の作成ということを行っております。

その上で、2泊3日の実習が行われました。1日目から

2日目にかけてが、体験学習と体験の振り返りというこ
とになっています。

体験学習の初日、1日目は最初に酪農勉強会というこ
とを行いました。青年部の皆様にご協力をいただいて、

酪農とは何かということをご説明をいただきました。そ

れからデザート調理体験ということで、実際にそこで作
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られている材料を使って Aデザートを作るということを

行いました Bこれは女性部の皆様に御協力いただきまし
た Bその後 A先程も申し上げた通り Aバラバラに分かれ

て酪農家さんのお宅での民治体験を行いました B
お世話になった酪農家さんのお宅により多少壮事内容

は異なりますが A餌をあげたり A牛舎の清掃をしたり A
搾乳などを実際に行ったりといった作業体験を行ったと
いうことです B私自身も宿泊こそしませんでしたが A酪
農家さんのお宅で牢舎の掃除などを体験させていただき

ました B
2Ⅱ目は戻って来まして A受け入れていただいた酪農

家さんとの体験の振り返りということでBBQ をしまし

た B酪農家さんのお宅で牛のお世話をさせていただいた

後に牛を食べると Bここでは感想発表会も行いました B
その後 A場所を移して酪農家の安達永補さんのお話し

をうかがいました B安達さんが民泊を受け入れるように
なった経緯やご自身の経験談等 Aお話ししていただきま

した Bそういったことも踏まえて A地元のものを主に使っ

て A夕食作りを行います B体験しっぱなしということで
は学習になりませんので A空いた時間で A振り返りをす

るという意味でワークシートの記入をしてもらいました B
民泊先のご家庭について A民泊先でうかがった印象に残っ

た言葉 A作業 E出来事 E仕事内容等をメモにとってもらっ
ています B

ここから2日一3日目にかけてが振り返りの学習とい

うことになります B1 口目から2 口目にかけての2 日間

の体験を振り返りつつ Aグループワークを行ったり A近

江さんから講話をいただいたりしました B事後アンケー

トや事後コンセプトマップ Aグループワーク A発表会 A

最終レポート等々 A様々な形で学比さんにはワークをし

ていただきました B少し見にくいですが A3口目のプロ
グラムは A朝7:30に起きて A帰りまではこのようなス

ケジュールになっておりますc[図1-2-2]) B

Ⅰ一3 E学生が取り組んだワーウ
体験については後ほどムービーでもご紹介いたします

ので Aまず A振り返りの際 A学生が具体的にどのようなワー

クに取り組んだのか Aご紹介したいと思います B

まずアンケートについてですが A2つ行っています([図
1-3-1]) B一つ口は A「民泊体験を通じたつながりの理解」

というテーマのアンケートです B大枠では食 E生命への

感受性 A農業への態度 A農村地域の価値の理解 Aこれら

を問うような15項目のアンケートを A民泊に行く前と後

で行っています B事前と事後とで Aこれらに対する意識
がどう変わったのかを問うために Aこのようなアンケー

トをさせていただきました B
2つ目は民泊体験を通じた「将来教師として子どもと

関わる自分」の変化の認識というテーマでアンケートを

行なっています B大きな項目として A「農業 E酪農といっ
た一次産業を伝えるものとしての教師」 A「食 E生命のつ

ながりや重要性を伝えるものとしての教師」 A「民泊体験

を経験したものとしての教師」等 A12項目のアンケート

をとりました Bこれは事後のみです B
そしてもうひとつ A先程から出てきています Aコンセ

プトマップという聞きなれないものですが A学生の学
習 A知識や知識構造の変化を測定する道具を使っていま

すc[図1-3-2]) Bこれは事前研修会と Aプログラム3日目 A
つまり民泊に行く前と後とにそれぞれ牛と自分の関係を

[図1-2-2] 3 口目のフログラム

!
一

[図l-3-l]学生が取り組んだワーク
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[コンセプトマツ力
事前研修会とプロヴラム3日目(事前・事後)にそれぞれ
「牛と自分の関係」を図式で表す「コンセプトマップ」を作成

を作ることができる

"一一一
、[図1-3-2]コシセプトマップ

曇ニゑ駝逮靭

一一一一-[図1-3-3] 体験の共有(ク"ルーフワーク)

[ワークシートと最終レポート]
2日目にコークシートの作成，3日目に最終レポートの作成之行った

図式で表現するマップを作ってもらっています。

具体的に説明いたしますと、白紙の上に「私」と「牛」
と害いてもらうんですね。書いてもらった後に、そこに

どういうつながりがあるのかということを連想していた

だいて害いてもらう作業です。たとえば、まず私は牛を
食べるというつながりがあります。でも、私は牛を直接

手に入れることはできない。お店を経由して買うんだと

いう連想が出てきます。でも、店が直接牛を伺っている
わけではなく、牧場で飾っているわけですし。また、牧

場はたいてい郊外にあって、店は市街にあるわけですか
ら、ここには例えば都会と地方の関係がある。といった

ように、最初は私と牛というキーワードしか善かれてい

ないものについて、自分が持っている知識を使ってどう

いうものが連想できるかということを考えていく。

[図]-3-2]の左下にもありますが、自分のもっている

知識に基づいて連想を進めていき、当該概念、今回の場

合は「私と牛」とのつながりについて考えていくのがコ
ンセプトマップです。知識の多い方が複雑なマップをつ

くることができます。知識が無ければ連想はできません
ので。これを、行く前と行った後に作成してもらってい

ます。
また体験の共有ということでグループワークを行い、

それぞれが経験した酪農家での体験を数名のグループに

分かれて語り合い、それを共有し整理、発表をしてもらっ

ています([図1-3-3])。他の酪農家ではどのようなこと

が行われていたのかということも含めて、意見・考えを

共有していきました。

そして最後、ワークシートと最終レポートということ

で、2日目には先ほどのワークシートの作成、3日目には

「受講前後の「私」の変化」、それと「これからの『私Ⅲ
というテーマでレポートを害いていただきました([図

1-3-4])。実際に酪農体験に行き、講義や振り返りを通じ
て学びを深めるという作業を、学生にはやってもらった

わけです。

私の話だけですとイメージしにくいかもしれません。

実際の当日の様子をムービーで作ってもらっていますの
で、こちらをご寛いただきたいと思います。

一

(ムービ一省m各)

[図1-3-4] ワークシートと最終レポート
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[ワークシートと1最終レポートⅠ
2日目にワーウシートの作成，3日目に最終レポートの作成之行った
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2・成果報告一学生は民泊体験で何を学んだのか

2一「・アンケート結果からみる学生の学び

ということで、2油3日実習の模様をムービーでご紹

介させていただきました。次に成果報告ということで、

民泊体験を通じて学生は何を学んだのかということをお

話しさせていただきます。
先ほどもお話しいたしましたように、学生が取り組ん

だワークは5つあるわけですが、ここでお話しさせてい

ただくのは次の2つ、アンケートとコンセプトマップに

ついてです"アンケートというのは先ほどもお話しした

通り、受講前後における農業やその価値を教師として子

どもたちに伝えていくことに対する認識の変化について。
行く前と行った後で、そうした教師としての役割に対す

る認識がどう変わったのかということ。コンセプトマッ

プでは、受講したことによって、農業・第一次産業に対
する知識や知識構造がどのように変化したかを測定する

ものになっています。

2一Ⅰ一(「)民治体験を通じた 「つながり」の理解
具体的な結果についてお話しします。先ほど、アンケー

トは2種類のものを行ったとお話ししました。まず最初

に2種類のアンケートについて、1つ目、「民泊体験を通
したつながりの理解」に関するアンケートです。項目は

ご覧の通りです ([図2-1-1])。行く前と行った後とで、

同じアンケートに答えてもらっています。ここにある項

回に対して、自分の気持ちが「まったく当てはまらない」

の1から「よく当てはまる」の5までの5段階評定をし

てもらいました。基本的には平均値が5に近ければ近い

ほど、こういったことが理解できているということを表

すためのアンケートです。

そうするとどうなったのか c[図2-1-2])。は項目あり

ますが、大枠としては3つのことを聞いています(①「食・
生命への感受性」、② 「農業への理解」、③ 「農村地域の
価値の理解」)。ここでは大枠の結果だけご報告しますが、
① 「食・生命への感受性」が受講前平均値が3・25であっ

たのが、受講後の平均値は4・23と上がっております。先
程もお話ししたように5に近ければ近いほど理解が深い

ということを表しますので、行った後の方が理解が深まっ
ているということになります。

あとの2つについても、細かな数値は申し上げません
が、受講後の平均値が上がっている。理解が深まってい

ると言うことができます。

2一l一(2)民治体験を通じた「将夫教師として子ど
もと関わる自分」に対する変化の認識

2つ目のアンケートは、「民泊体験を通じた将来教師と
して子どもと関わる内分の変化の認識」に関するもので

すⅡ図2-1-3])。これは民泊体験に行った後に聞きまして、
同じく5段階で評定してもらっています。これも5に近

ければ近いほど、そうした教師としての意識が高いとい

うことを表します。こちらもお示ししている通り、どれ

も5に近い値を示しておりますので、学生は将来教師と

して子どもと関わる自分について、横柵に示しました項

目について (① 「農業・酪農といった第一産業の価値を

伝える者としての教師」、② 「食・生命のつながりや重要

ピ;ぎ""，
""                    一

，             @[図2-l-「] 民治体験を通じた「つながり」の理解に関す
るアンケート

■アンケート項目(i・まったく当てはまらな、@@S・よくあてはまる@のS段者計定

「"""。。。曲金ベ勒と友"。。時。・生産。携傍"や亜珪通輯"。"
飲""姓櫨。。韻。鱗。。食べ又接のような営みなの加'"'正吉えて窟破して'ゐ
主流感卸。"甘"。。"'。葮珪其のた捌こ蒙苗の命や出産をコントロールするのは・大甘のエ胡だと思う@正正破目l

「盧ま"。蝿庄亮。艦瓶沖藤叱ゑ'犠"。'圧廷臥。"。""僧""ほ'"宋且某"。'舵"か席力"蛙'度度集。。"。。趣。以楓。。ぴ。'"牽糞""。'"。。"のチ。"。""嵌姥'!'蛙'。。。"。''"""櫨。。"'"g"。抑"""。肺7nnw。旋"";""。。:披。'
。。疵"爽"氏'っ切りを垂しろ上で主要る彊所だと田っ

"。"虜'嗣""。。"礎昇り"雌'。逆転。"'

・                          "        一一
・・"            "                            ・一

I
[図2-Ⅰ-2]民治体験を通じた「つながり」の理解に関す
るアンケート結果
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穏来教肝として肝と明る自
アンタート項目@I・まつたく当てはまら牡い@5.よくあてはまる

「草崇"""と'㌧た"次産業。転"。。'。"ぬ"'怠業・曲農を珪炬する上で，実ヰ村挨を伴っL教育が必要である
このような体験をすることが田穏な部市部の子どもたちに対して・どのよ引山て度業・砕片について伝ゑてしⅡナは
よいのがを考えるようになつた
字枝。"授買。""兜OCと。""。，度集"轄俺。"。。"ど6t。一垢""「㍉"""""イメーシを持つことができるよ引ぷわた
農裳・曲屋に盤わる革柄を子どもたちに叙える條に，それを埋竣域との何夜;の中で彼引;伝えることができるように
なつLと感じた

「京"生命。"な柳。重要甘を畝。香と。。。教"'食物硅命のつながりについて・子どもたちに繍柿て磁受るよ日'なったと軋た
食青憶お金指導はま妾だと考えるようになつた

人Aと人・生命と生命のつながりを意下した戒育・指導が田衆るようになったと笘した
食べ物や珪1命に対する感瑚の気持ちを拮つt上で教育・指導が出案るようになつLと荻した

「""""。簗描。"。'。"。""'授弗荻し"珪援。。""・体験捷し"理用す。'と。"。。;"。"""。'"'""L民泊での休妓を，教師として子どもたちに伝援てしⅩ必要があると考えるよ引;なった
このような経験はそ悌竹ナて紀坊せるので@おく，摂鬼幡を笘えて柄畔笘，維援"な妃。グ'邸必要。鬨と軋"含や生命の亜妥佳，また侍集や桔度についてイメーシを拮たない子ゼもだちに，どのよ引こして甘の大切さを伝
えてしけ@蕪@ゆ腱考えるようになっL

[図2-Ⅰ-3]民治体験を通じた将来教師として子どもと関
わる自分の変化の認識に関するアンケート

"弍姦まぶ二発き災渉ノ

""し鴻"ご"
記述する項目数が増加発

つ「知講量@の増加

-目
・民泊体験を通じた「将

4じの認詰(事後)
来教師として子どもと関わる自分@の変

[図2-Ⅰ-4]民治体験を通じた将来教師として子どもと関
わる自分の変化の認識に関するアンケート結果

甘つ北て雄

一[図2-2-1]コンセブトマツフCasei: A さんの場合[図2-2-2] コンセブトマツフCase2 : B さんの場合

性を伝える者としての教師」、③「民泊体験をした者とし
ての教師」)、そう意識を強く待っていくということが分

かってきます([図2-1-4])。つまり、アンケート結果か

らは、食や第一次産業の理解が深まり、それを伝える者
としての教師という意識が高まっているということが分

かります。

2-2.コンセプトマップからみる学生の学び

2つ目、コンセプトマップからみる学生の学びという

ことでお話しいたします。ケース(事例)を2つお示し

します。先ほども申し上げました通り、私と牛とのつな

がりに対する理解の変化について問うています。

[Casel:Aさん] の場合を例に見るとⅡ図2-2-@])、

事前よりも事後の方が、たくさんのことが書けるように

なっているということが分かります。記述する項目が増
えているということは、自分と牛とのつながりに関する

知識量が、それだけ増えているということになります。

もう一人、[Case2:Bさん] 0例を出しますと([図

2-2-2])、項目敏自体はそれほど変わってはいないのかも

しれませんが、よく見ていただくと、行く前には、自分

と牛の間に、肉とか牛乳とか、一つの項目しか設定され
ていません。でも、行った後のものを見ると、牛と自分
の間に複数の中網地点を記述しています。つまり、牛と

自分との間にはたくさんの人が関わっているんだと、縮

んでいるんだということを表しているんですカョ。知識構

造の変化ということになりますが、牛と自分というのは、
ただ食べる一食べられるという関係だけではなくて、そ

の間にたくさんの人たちが介在しているのだという知識
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が深まっている

Aさんの場合
項目が書けるよ

と牛との間に彬

いろんな Aたく

いる B「つながり

れも学びが深ま
の結果からは言

と言うことができます B
には知識量がグンと上がってたくさんの

うになりましたし ABさんの場合は自分
数の関係を想定するようになっている B

さんの人が介在していることを想定して

」を理解できるようになっている Bいず

っているということがコンセプトマップ

 Aことができます B

3 E小括一学生の学び

というわけで Aこれまでお話させていただいてきたこ

とをまとめますと Aアンケート結果からは A「食 E生命へ

の感受性」 A「農業への態度」 A「農村地域の価値の理解」
に対する認識の上昇 A「将来教師として子どもと関わる自

分」の変化を認識することができたということができま

すc[図3]) B

 C Eへへのの
解」に対する認識の上昇

 E「将来教師として子どもと閨わる自分@の変化を認識

コンセプトマッƒvから
 C農業に関わる「知識 vの増加や「知識構造 vの変イヒ

[図3]学生の学び
 Eコ

また Aコンセプトマップからは A農業に関わる知識の

増加や A知識構造の変化が見られるということで A単に「体
験に行った」「面白かった」「楽しかった」というだけで

はなく Aこのような数値やコンセプトマップのデータか

ら A学生はこの民治体験を通じて A深い学びをしていた

のではないかということができるのではないかと考えま

す B加えて A当日にはインタビューもとっておりますので  A
学生の声もお聞きしていだきたいと思います B

[参加学生インタビュー①]伊藤美英さん(2年生 A中標

津町出身)
(0l)この実習を受けられた動機をお聞かせください B
(伊藤)地元ということもあり A将来役に立つ知識とか  A
地域に密看してみるっていう c B学校外に出ることがあ
まりないので A実際にやってみたいと思って A参加させ
ていただきました B
(02)地元 E中標津町のご出身ですが Aこのような体験を

されたことはありましたか?
(伊藤)実際にということはなかったですね B農業試験場
に行かせていただいたことはあったんですけど B牛を間

近でみたりするということはなかったですね B

(03)体 E験された感想を聞かせてください B
(伊藤)もちろん Aミルクをあげたりするというのはとて
も楽しいんですけど A搾乳とか A大変な部分がたくさん

見えて B牛に蹴られたりとか B餌押しとかはちょっとし

かやってないのに A重たくて腰が痛くなったりして A大

変だなっていう一面も見れてすごく勉強になりました B
酪震はすごく大変で Aお年寄りがやるというイメージ

をもっていたんですけれども Aすごい若い方が多くて B
地域を担う人たちは Aやっぱり若い人たちなんだなって

いうことをすごく感じました B
想像していたこととぜんぜん違って A今まで牛は遠い

存在と思っていたんですけど A人問と同じように病気に

もなるし Aすごく身近というか B食とか A食べ物とか A
お肉とか牛乳というのは A近いというか B近いけど食べ

ていて B矛盾していますが A不思議な感じがしました B
ありがとうという気持ちで食べることができました B

[参加学生 Eインタビュー②]渡部南さん(4年生 A愛知県

出身)
(Ql)どうして A北海道教育大学に進学されようと思った
のですか?
(渡部)家も農家で A自分も農家になるんだとかいろいろ
考えたときに A自然体験とか農業とかを伝えられる人間
になりたいと考えたときに Aそれを伝えるのは農家では

なくて先生なのかなと B
(02)ご実家は農家さんなんですね!
(渡部)主に野菜を B他に鶏とか山羊とかも飾っていて B
自分の家も子どもの‚-ƒCモ業体験の)受け入れとかしていて B
民泊体験みたいなものも年に4回位受け入れていて Bコー
スを分けて B愛知県の子どもたちが来ることが多いので

すが A中には東京の子どもたちも受け入れることもあっ

夏
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たりして。農業をしながら野菜も出荷しています。

(Q3)わりと日常に、そのようなことがあったんですねⅡ

(渡部)そうですね、小さい頃からそういうことが当たり

前で、そのような環境で育ってきたんですけど。でも、

小さい時はそんな環境が大嫌いでした。

(Q4)この実習を受けられた動機をお聞かせください。

(渡部)以前、研究室の活動で民泊体験を浜中町でしたん
ですね。その時に、農家さんの温かさとか、家族で経営

して、暮らしと仕事が一体化している酪農。そんな暮ら

しがすごく素敵だなと思って。もう一回、そんな人たち

と関わりたいと思って参加しました。

(Q5)体験された感想、を聞かせてください。
(渡部)やっぱりとても温かくて。最初はすごく緊張した
んですけど。仕事とかも教えてもらったんですけど、全
然できなくて。でも、ありがとうとか言ってくれるのも、

とても嬉しかったですし。ご家族も、奥さんがいて、お

子さんも3人いて、おじいちゃん、おばあちゃんもいて。

家族でつながっているという感じが私も実感できて。やっ
ぱりいいなって思いました。

(Q6)この体験を今後どう活かしていきたいですか?

(渡部)先生になったら子どもたちに民泊体験をさせた

いってずっと思ってたんですけど、2回目をやって、I回
目は感動ばかりで。2回目は、1回そういう感動を受けて

からの2回目だったので、じゃあ、これをどのように伝

えればいいんだろうということを考えて、自分自身。た

だ体験させて、自分たちは牛乳を飲むけど、それまでに
はこんな過程があるんだよっていうことだけでいいのか

なというのをすごく疑問に思って。

何か、たとえば牛のウンチとか掃険して、飾っている

牛を食べるとか、そういう経験をしたことのない子にとっ
ては、何で飾ってる牛を食べるのとか、ウンチを見て清

いとか、普段の生活では考えられないようなことを、酪
農家さんの生活では当たり前にしていて。ただ牛乳を作
る過程はこうだよって教えるよりも、生きている原点み

たいな。本当はそういうことが当たり前なんだよってい

うのを伝えたいなっていうのを、改めて今回感じました。

以上、プログラムの概要と成果報告ということでご報
告させていただきました。どうもありがとうございまし

た@O
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学生から見た「離農家民泊体験」

近江正隆
‚-体式会社ƒmースプロダクション社長)

伊藤美美
(北海道教育大学釧路校2年生)

近江氏の質問に応える伊藤美美さん

(近江)

株式会社ノースプロダクションの近江と申します Aよ
ろしくお願いいたします B10分ほどということで A私の

話よりも A実際に体験された伊藤さんにお話をいただき

たいと思います Bちなみに先ほどのインタビュ一のお一

人目が伊藤さんだったと思います B私も「教育フィール

ド研究8」で根室管内の酪農家さんの家で1泊2日のホー
ムステイをして A振り返りながら考えるということを2
年連続で関わらせていただきました B

今年 A]日日は中標津の会館で料 E理教室であったり A
青年部の人のお話しを聞いたりしたんですが A伊藤さん A
中標津のご出身ということで Bおそらく昨年も A道東出

身という方はいらっしゃらなかったんですよね Bですか

ら Aなぜ Aご自分が生まれた地域がフィールドになって

いる実習に参加されたのかということ A素朴な疑問なん
ですが Aまずはじめにお聞きしたいと思います B
(伊藤)

民治に参加した理由はたくさんあって A私自身 A地  E域
を回る機会がなくて B近江さんの入学式でのお話を聞い

て Aもともと参加したいという気持ちがありました B
地元 E中標津という点では A小学生のころから地域の

方と触れ合う時間がたくさんありまして Aたぶん通常の

学校と上ヒべるとそういうことも多かったと思います B地

域と学校が連携を取れるということは教育において大切

なことではないかという考えが私にあって Aそういう環
境を整えたいと思って Bで Aそういう環境を整えるため

にはどうすればいいんだろうって考えた時に「教育フィー

ルド研空引があったので A参加したいなって思いました B
(近江)

今「入学式で」というお話がありましたが Aちょうど

伊藤さんたちが入学した時に A私を呼んでいただいて A
みなさんの前で A新人生の前でお話しさせていただく機

会がありました Bそれがきっかけの一つだったというの

が嬉しいなというか Aありがたいのですが(笑)0
「教育フィールド研究8」に参加する動機は分かったの

ですが Aなぜ先生になろうと思い Aまたこの大学に進学
しようと沈めたんですか?

(伊藤)
教員になることを考えた時に A色々な理由があって先

生になろうと思ったんですけれども A理山のひとつとし

て A先程もお話したように A地域の方々と触れ合うこと

が小学校の時から多かったということもあって B小学生

の時にも実際に農家の方が学校に果てくれたこともあり

ましたし A1年間を通して A農業をやってみようという
授業でじゃがいもを作ったりしたことがあって Aそのよ

うな活動も A私が教師になった時にできたらいいなと思

いもあって A先生になりたいと巴いました B
(近江)

最後にうかがってみたいと思っていたこともお話しし

ていただきましたが A実際にどんな先生になりたいとか A
ありますか?
(伊藤)

どのような先生になりたいかといいますと Aこの大学
に果てからどんどん変わっていってもいるんですけれと C

も A今回「教育フィールド研究8」を受講してみて Aこ

のような先生になりたいなって見えたビジョンとしては  A
酪農家の安達さんのお話の中にもあったんですけれど  A
今の子どもは食事をする時に A命をいただくという感覚
がないという A食事が作業化してしまっているという話
がありました B子どもの中には魚は切り身で泳いでいる
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とか、牛乳は工場から来ているとか、考える子どもたち

が大勢いるという話があって。教員になったときに、そ
のような体験の場を設けてあげることのできる教師にな

りたいと今回すごく感じました。

(近江)
そういう意味では、今回体験されたことは非常によかっ

たんですかね?実際にそのあたり、感想ということで、
先ほどの映像にもありましたが、どうですか?
(伊藤)

やはり、子どもに伝える前に自分自身が体・験してみる
というのは、とても大切じゃないかと思っています。今

回体験して一番驚いたことは、地元なのに全然知らない
ことばかりで、それが自分にとってショッキングで。や

はり年日見てる光景だから私は自分では知っている気が

していたというか、そういう先入観があったんですけど、

深くまで見ていくと、そこに農家さんの思いがあったり、
知らなかったら見えてこなかったものというのもあった

んですが、やっぱり体験してみた人しか分からない気持

ちとか、感情とか。そういうものを見つけることができ

たと思いました。

(近江)
体験したからこそ分かったというのは、とても胸に響

きました。ありがとうございます。先ほど、冒頭、大森
センター長のお話にもありましたが、私もこの2年間関
わらせていただく中で、まさしくブラックボックス化し

てしまっている食の生産過程における命とか、それが本

当に大事だということがなかなか伝わり切れていないと。

それを言葉で伝えることはできるのかもしれませんが、

それが本当に「伝わる」という形で、自発的・内発的に
価値観に落とし込み、感じてもらうためには、やはり体

験からでしか伝わらないのかなと思います。ただ、体験

だけだと、先ほど半澤先生のお話にもありましたが、体
験しただけでは深い学びにならないということで、振り

返りだったり、学びを深めるといった形で、2年間関わ

らせていただいたのですが、伊藤さんの話を聞いてやは

り大事なんだなと思いました。

もう一方では、伊藤さんの最初のお話しにもありまし

た。「地域とのつながり」ということを考えた時に、民泊

体験というのはやはり意義があるのかなということを、

伊藤さんの存在、伊藤さんに言っていただいた参加動機

ということから感じました。もしかしたら、食とか命とか、

一緒に考える人口だったとすれば、宮前先生もおっしゃっ

ている地域に根ざした教育、そういう本質的な、先生が

地域と向き合っていくための入口としての民泊。民泊で

は寝食をともにするわけですから。こういったアプロー

チが、食・命という問題だけではなく、民泊というものが、

先生が地域に根ざすための人口にもなり得るということ

を、伊藤さんから学ばせていただいたというように忌い

ます。
後ほどパネルディスカッションで私と伊藤さん、二人

とも登壇させていただきますが、先ほど体験してよかっ

たよという声をいただきました。今、この場に今年と去

年で「教育フィールド研究8」に参加した方はどれくら

いいらっしゃいますか?…7名ですか。ほとんどの学生
が参加されてない中で、何か、参加された側としてメッ

セージがあればお願いします。同じ学生さんに向けて一

一口o

(伊藤)
今回「教育フィールド研究8」から学んだことはたく

さんあったんですけれども、やはり人とのつながり、地

域のつながり、食に関しても、生命、いろんなことを考

えるきっかけになる授業だったと思います。私は道東か
ら参加させていただきましたが、地域に関係なく参加で

きるものじゃないかなと思います。なので、道外の方、
道内の方、もちろん道束の方も、それぞれ学ぶことがた

くさんあるんじゃないかなと思います。たくさんの発見

ができる「教育フィールド研究8」なので、ぜひ参加し
てみてください。

(近江)
お時間になりましたので終わりにしたいと思います。

どうもありがとうございました。
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命の糧「食」の価値を感じ E考え E伝えるために

一酌農体験塾in浜頓別一

佐々木貴子
(北海道教育大学札幌校教授)

はじめに

みなさま Aあらためまして Aこんにちは B今 A宮前先

生から A釧路校の略農民泊体験実習に関する評価やご感
想 A今後の課題と改善に向けたご助言 Aコメントをいた

だきたいということでご紹介いただきましたが Aここで
私がコメントを申し述べるようなことはございません B

私が今 A札幌校で行っている「離農体験塾市浜頓別」を

ご紹介しながら Aみなさんに A私のコメントについて考
えていただけたらと思います B

家庭科教育と三SD

実は私は1978年に釧路校の中学校課程の家庭科を卒業
しています Bですから A私はここにいらっしやる学生さ

んたちの先輩になると咲います Bその中で A私が今まで

体験して A生きてきたことを踏まえて Aみなさんにメッ

セージを送れたらなという思いで今日はまいりました

([図1-1]) B
私は今申しましたように A1978年にこの釧路校を卒業

して A東京にある女子栄養大学でいわしの研究をしてい

ました Bその時に A私立の高校から非常勤講師のお願い

「命の糧了立山の価値を感じ E考え E伝えるために」
ニ酪農林検塾;n浜頓別

北海道教育大学札幌校
総合学習開発専攻

生沼 C食育グルーフ
佐々木貴子

[図Ⅰ-l]酪農体験塾;n浜頓別

を受けまして A中学校と高等学校で教員をしました Bそ

の後 Aいわしは探ってくれないけれども中学生や高校生

は喋ってくれる A教師という仕事はなんて楽しいんだろ

うというふうに思い直しました B
私は小学校の免許ももっていましたので A小学校 E中

学校 E高等学校を体験した後 Aどの校種の教員になろう
か決めようと思い Aその後一年間 A小学校でも教師をや

りました B最終的には中学校の教員になりたいと思い A
干葉県の採用試験を受けて A流山というところで14年間 A
仕事をしました B

今日 AこのシンポジウムがESD 推進センターの主催と

いうことを聞き Aとても嬉しくなって Aいさんでまいり

ました BなぜEsDという言葉に私は嬉しく思ったのかと

いいますと A今週の月曜日に小学校家庭科教育法という

授業が札幌でありました Bその時に A学生たちに「持続 B
可能な開発のための教育」 AESD という言葉を知っている
かとたずねました Bそうしたら A40敗人のなかで数人だけ A
言葉を聞いたことがあるど言いましたが A中身は知りま

せんでした B私はこのことをとても悲しく思ったんです

ね B何でこの言葉を知らないのと思いました B
私が大学を卒業してlo年くらい経った時 A1987 年に

ノルウェ一の首相が提唱した A環境と開発に関する世界

委員会でこの持続可能な開発の概念が取り上げられまし

た Bこの頃から世界的に環境問題が取り上げることにな

り A1990 年代になると A東京では環境団体が主催する環

境教育の講習会が開催されるようになりました B当時私

は中学校の家庭科教員をしておりましたが A環境問題と

いうのは A家庭科つまり暮らしに関わる家庭科が今後最

も重要とする問題であると考え A個人的に研修会に参加

し A勉強を続けてまいりました B
私が中学校の教員を辞める1995年一ちょうど阪神淡路

大震災があった年までの数年間 A私は A食教育 A今でこ

そ食育と呼ばれますが A食教育と環境の関わりを意識し
て A小学生に A理科 A社会 A家庭科 A保健体育などの教

科をつなげながら A食の重要  C性に関する教育をしてまい

りました B
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阪神淡路大震災が1995年1月に起こり、来年で20周

年になるわけですla。防災ということも、視点に人れま

した。なぜ防災だったのかと言いますと、私は先程言い
ましたように釧路で生まれ育っていますので、小さい時

から命の教育、自分の命は自分で守るしかない、いかに
自分の命を守っていくかという教育を親から受けてきま
した。ですので、防災も食も自分の命を守っていく、つ

ないでいく、そういう教育であることから、家庭科教育

に取り入れるべきであるということで、この研究に取り

組んでまいりました。

家庭科は他者の命に与える影響に配慮した暮らし方、
出き方を考える教科であるというふうに私は考えていま
す。したがって、ESDは非常につながりがあるものだと

私は思っています。

私が大事にしている言葉は、つながりと関わりです。

今でこそ「総合的な学習の時間」がありますので、各教

科がつながっているという感覚は普通だと思われるかも

しれませんが、私が小学校で働いていた頃は、教科をつ

なぐという発想はあまりありませんでした。ですから、

学校現場では特に教科のつながり、先生方どうしのつな

がり、そして地域と学校とのつながりの必要性を主張し

てまいりました。

2006年、わが国における国連持続可能な開発のための

教育のlo年、ESDの実施計画。その中にやはり2つの観
点が問われています。一つは、個々人が他人との関係性、

社会との関係性、自然環境との関係性の中で生きており、

関わり、つながりを尊重できる個人を育むという観点が

含まれております。これは大事なキーワードだと思って

おります。食という観点からも、防災という観点からも、

関わる、つながるというキーワードが関わってくるとい

うことです。

2・札幌校総合学習開発専攻における「食」に関す
る取り組み

私自身のこのような思いを下敷きとした、札幌校での

体験のお話しをしたいと思いますⅡ図2-l])。札幌校、

平成18年の大学の再編では基礎学習開発専攻、総合学習
開発専攻、教育臨床専攻などという専攻に分かれました。
私が所属する総合学習開発専攻はいくつかのグループに
分かれるんです。環境教育グループと国際理解教育グルー
プと生活食育グループの3つなんです。この専攻は中学

校の先生になる学生を育てるんですが、環境教育は理科、

""一'"""「食」に関する取り組み

"-"一
、、[図2-1] *L幌校総合学習開発専攻における「食」に関す

る取り組み

国祭理解教育は社会、生活・食育は家庭科の免許状が与
えられます。

1年生が最初50名ほど入ってきますが、その時はグルー
プに分かれてはいません。グループに分かれていない1 

年生は、「環境教育理僻論」、「国際理解教育理解論」、「食・
生活理解論」、それと「総合学習概論」という4つを、全

て受けなければならない授業となっています。私は総合
学習開専攻の1年生に「食生活教育論」という授業の中
で、オプション授業として「稲作体験塾」というのを行っ
ております。これはJA北海道中央会と、美唄市農協、美

唄市中村地区の方々のご協力の下に、学生たちが田植え
や稲刈りをします。

後半は生活・食育グループに分かれた学生が、稲刈り
をした米を炊く調理実習を行います。そして2年生にな

ると、1年後期で分属をしますので、その生活・食育グ

ループに所属してきた学生9一I0名位、今は学生が少な

くなったので6一7人しかいませんが、2年生を対象に「教

育フィールド研究4」という授業で酪農体験塾を実施し

ています。この酪農体験塾もJA北海道中央会が応援して
くださっています。

最初01年目は、江別市にある酪農学園大学に行って
学生たちと交流したり、次の年は清水農業高校で高校生
たちと一緒にアイスクリーム作りとかをしたのですが、3
年目からは浜頓別Wまで行って、「ぶんちゃんの里」とい

うところで酪農体験を始めました。札幌からは浜頓別ま

でバスで6時聞くらいかかります。なので、なぜ「ぶんちゃ

んの里」なのか、同じ酪農体験ならもっと近いところで
体験をしたほうが効率由りではないかということも言われ

*棒合羊皆開発専攻l年生「食・生活教育議」
オプシヨン授業「稲作体験塾@

美唄市中村地区の口揖で田植え・稲刈りを
体験する

本ま活・食育グループ2年生
教育フィールド研究1V「酪農林験塾」

浜頓別町の「ぶんちゃんの里」において、
搾乳やパター・アイスクリーム作り等の休験、
よっ葉乳業見学、北海道畜産公社見学
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ましたが A私はあえてこの「ぶんちゃんの里」にこだわっ

ています B今年も A先生 A別海はどうですかとかいう言

葉も出てきたんですが A「ぶんちゃんの里」に連れて行き

ました B
どういうことをやっているかと言いますと A「ぶんちゃ

んの里」には1泊して A次の日にはよつば乳業を見学し

たり A帰りは北海道畜産公社を見学して帰ってくる B釧

路校の「教育フィールド研究田と同じく2泊3日の旅です B
これは稲作体験 B1年生が行っている風景です B手植

えと機械植え A手刈りと機械刈りができるようになって

います[図2-2I) B
これから酪農体験ですね([図2-3]) B小川さんご夫妻

にお世話になっています B最初は6時間かけて行った Bで  A

行った先は「なんか恋なにおいがするところだなあ」と B

学生-は「ええ Aなんでこんなところに連れられてきたの」

ƒH肩作体験塾

[図2-2]稲作体験塾

暗き体験室(小川さんご夫まによる青空教室)

麟-一 d[図2-3]酪鳥体験塾①

という顔をしています B今年の学生は6名しかいません B
「ぶんちゃんの里」は青空教室 B何もないところで椅子

が置かれた簡単な教室になっているので座らせて B自分

で作った映像を見せながら Aなんでいただきますって言
うの Aなんでごちそうさまって言うの Aといった話をし

てくれます Bだんだん C学生たちは真剣に聞き入っていき
ます B奥さんが紙芝居を見せてくれます B約40分の青空
教室を終えると A学生たちの顔がちょっとひきしまりま

す B
そしてすぐそばにいる子牛にお乳を与えてごらんとい

うことでお乳を与えて AⅡを連れてきてくれて搾乳体験

もすることができます Bそんな中で Aぶんちゃんは言い

ます B「この子牛 A明日 A肥育農家に引き取られるんだよ

メa Bなんでか分かる?」学生たちは分かりません B「あれ A
雄斗-だから」 B男子学生が「えっ?」「ここにいる牛はみ
んな雌なんだよ B雄はいないんだよ Bこの子羊は一週間

前に生まれたけど A雄だからやっちゃうの」 B
「え?どうして雄は育てないの」と学生 Eは考えます B「こ

こにいる牛たちは A僕たちにとっては経済的なものなん
だ Bお金を得るために A自分たちが生活するために Aこ

の牛たちにはお乳を出してもらわなきゃいけないんだ B
そのために Aここには雌牛がいるんだ」 B「じゃあ Aどう

するの?」「ここにいる牛たちは Aずっとお乳を出し続け

るんだ Bそのために人工受精をするんだ」と B
人工受精をするのはこういうものだよと用具も見せて

くれます Bそれを見ると学生たちは「え?今 Aかわいい

かわいいと言って見ている子牛--ここにはいられないん
だ Bぶんちゃんは経済というけれど Aここにいる牛たち

はみんな雌で Aとても温かいミルクを出す Bそれはこの

ぶんちゃんたちの生活の糧なんだ」ということに気付い

ていくわけです B
翌日の朝 A5:30に牛舎の掃除をするということで A

学生たちは眠たい目をこすりながら牛合の前に立ちます

([図2-4]) B牢舎の中にいる牛を A農地の方に追い出しま

す Bそうすると A牛のいなくなった牢舎の清掃がはじま

ります Bはじめはウンチがきたないなんて言いながら嫌

な顔をしますが Aきれいになっていくうちに Aここに牛

が戻って来て A牛たちが気持ちよく生活するために A私

たちが一生懸命きれいにするのが大切なんだと AI 時間

半から2 時間の清掃を終えた時にはとても晴れやかな顔

になっています B
今年- Aぶんちゃんがこの取り組みをやめようとしまし

た B都会の学生さんたちには糞の始末なんて必要ないの

癩
 E

魑

麗
薄
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[図2-4]酪農体験塾②
""-一一…[図2-5]酪農体験塾③

ではないかと考えてくださった好意だったんです。でも

私は、そのことが学生たちにとってはとても必要なこと

なので、これをやめられては困りますと言いました。学

生たちも、僕たちもそのことを楽しみに果たのでやりま

すということで今年も清掃を行いました。

それが終りますとご飯を食べて、バタ一作りやアイス

クリーム作りを体験します。これで1泊2日。ここで「ぶ

んちゃんの里」とはさよならをします。「ぶんちゃんの里」

では振り返りをしながら、記念撮影をしていきます。
2日目の午後からはJA宗谷南で、今度は南宗谷での酪

農の取り組みについてお話を聞きます([図2-5|)。その

後よっば乳業で研修を受けます。そして、その日の午後、

，学生たちには課せられた課題があります。それは浜頓別
町の子どもたちに、自分たちが1・2年前期で学んだ食育
講座をすることです。その食育講座を行うために、これ

は大体9 月に行われますから、8 月の夏休み中にどのよ
うな講座をするかを考えて、今年はぺープサートでいろ

んなことをしていました。いろんな物語を作ってやって

いました。

その後、子どもたちと一緒に遊ぶという体験をします

([図2-6])。彼らは浜頓別Wの子どもたちにお土産を持っ
ていきます。今年はこのように金メダルを作っていきま

した。たったi時間半から2時間くらいの学童保育の子

どもたちとの触れ合いですが、毎年やることによって、
，学生たちも先輩からアドバイスやメッセージを受けて取

り組みます。浜頓別町の学童保育の担当者は若い方がい

ないため、学生たちがここへ行くことで、子どもたちも
とっても喜んでくれて走りまわったりします。

ここでまたi泊します。3日目、浜頓別Wから札幌に

学童保育の
子どもたち対象の
「食育講座」

[図2-6]酪農体験塾④

向かうという途中で、旭川にある北海道畜産公社に行き

ます。どうしてここに行くかといいますと、牛の末路を
見るためです。牛の末路というのは枝肉になって、私た

ち消費者の口に人ってくる牛の姿を見るためです。ここ

に行くと、写真にもありますが、牛の屠殺の映像を見せ

られます。学生たちは1年生の時に、「命の食べ方」とい
うDVDで豚や牛の屠殺の映像を見ていますので、ここで

は2回目ですが、それでも目を覆いたくなるような映像

です。その映像を見た後に、実際に皮を剥がれて冷蔵庫

に吊るされた牛の枝肉を見て、そして触って、これが私

たちが一日前に触れた、あの牛の末路なのだと。こうやっ
て命をいただいているんだと。私たちは命をつないでい

るんだということを体感して、帰ってくるわけです。
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おわりに

先ほど A半澤先生の方のビデオ等を見ていますと A釧
路校の学生さんたちは非常に良い A色々な学びをしてい
ると分かりました B札幌校の学生も同じような学びをし

ています Bでも私が学生たちに望んでいることは何かと
言いますと Aこの体感したこと A五感を通して感じたこ
とを必ずや自分の生き方や生活につなげていくというこ

と B知識だけではなく A生き方暮らし方につなげていっ
てこそ Aこの体 E験は生きるんだ B単なる体 C験ではない B

心で感じた A体感なんだ Bそれを Aあなたたちの心に刻

み込んで Aいつも当たり前と思って暮らしている A当た

り前を問うことをしながら A私たちは生きているという
ことを自覚する Bそういう学びをつなげていってほしい

と願っているわけです B以ヒで私のお話は終わりにさせ

ていただきたいと思います B
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平成25年度酪農家民治体験実習の概要
実施日:平成25年5戸3l日～6戸2日

実施地:根室管内参加者:教育フィールド研究VⅢ受講学生40名

5/31 8:OO大学集合

lo:00別海乳業興社視察
l3:00酪農家との対面式
14:00 農村ホームステイ開始(作業体験・生産者とのふれあい等) 

6/1 5:00 起床
ll:00農村ホームステイ終了

12:00 酪農家との交流・振り返り

i5:oo 講義
17:00 夕食づくり

19:00 ワークシート記入
6/2 7:00 起床・朝食づくり‥掃除

9:O0ワークショップ
13:00 発表

4
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酪農家民泊体験実習コーディネーターからのメッセージ

株式会社ノースプロダクション
おうみまさたか

、、近う工正隆イ代表取締そ受
くプロフィールノ
1970 年東京生まれ。19 歳で単身北海道に移住。酪農，畑作・林業・漁
業を経験。現在企画会社ノースプロダクション代表取締役、また十勝
管内で農村ホームステイを推達するNPO法人食の絆を育む会の理事
長、内閣府地域活性化伝道師、北海道地域づくリアドバイザーなどを
務める。また、著書「だから僕は船をおりた」(講談社)がある。

現在、この国の全労働者人口における一次産業従事者の割合は、わずか4W。

「00人中4名。つまり25人にl人が農林漁業に従事しているという計算だ。
興味を持ちぼくが生まれた時代(43年前)を調べてみた。その割合は20W。つ
まり5人にl人。そしてぼくの親が生まれた時(75年前)は、なんと48W。つま
り仕事に就いている人のほぼ2人にl人が農林漁業に従害していたことになる。

きっと昔は、多くの国民が家族や親戚の中に農林漁業者がいたんだと思う。つ

まり農林浄業・農山漁村が自分事として捉えることが可能な身近な存在だった。
でも人口が首都圏・大阪や名古屋などの大都会に集申し、世代が次に変わるどと

に自分掌に考えられる立場の人たちは少なくなり、いまのような状態になってし
まった。きっとこの割合はまだまだ減少しかねない…。

生きていくために欠かせないものがある。どんなに強くなっても、どんなに
賢くなっても、どんなに偉くなっても、水や空気、そして食べ物がなければぼくら
は生きていけない。そしてそれは、農山漁村で育まれている。鳥山漁村はそこに住

む人たちだけに留まらない社会全体として大切な場所。でも残念ながら、大切な
場所だと思うことをイメージできるような身近な存在でなくなってしまっている

ことが、様々な社会のねじれを生む要因をつくり、社会不安を作っている大きな
原因ではないだろうか?だから敢えてしなければならないこと。それは国民みん

なが農山漁村を身近に感じ、自分たちの家族が住むようなイメージを持ち、愛着

をもって自分事として感じてもらうようになるための仕組づくりだと思う。その
ための有効的な手段が「農村ホームステイ」であり、仕組づくりに向けては、農と
学びの更なる連携が不可欠だと感じている。

7
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教育フイールド研究ⅥⅡシラバス

1授業内容]

屯

人間が生きていくために欠かせないのが「食」であり Aいのちの糧「食」の大切さを
子-だお‚¾ A‚éに伝えてL Aくごどは A教員  C‚Ì大きな役割である Bまた;生産現場では Aど

"一みな太-たちがどわな思Ⅵを待ち Aどんな風に生きているのか?そのことを知ってお

‚-にとは C将来教員になる者にとつでは大変人事であり A必要なことである B
しかしこれまで大自然と対時した食を生み出す現場での実習はなかなか実現でき

一-             -
なか‚Áだ B本講義は A酪農生活体験を軸とした2泊3-日の生産現場での「農村ホーふ

ステイ」を行い A実体験でのみ学べる現場での生の知識や気づきをもとに「食」や「命」
についての意識ぞ考えを深め A将来 A自身が教員になった時をイメージしながら子ど

おだちに伝えるための手法を検討‚¶ A議論 A共有していく B

[授業の目標]
酪農生活体験を軸とするⅡ農村ポⅠムステイ」を通じて A実体験でのみ学べる現場

での生の知識や気ゼぎをもどに BⅠ食 vや u命 v等に関する意識や考えを深め A E教員とじ

で子どもたちに伝えるための手法を検討‚¶ A議論 A共有する Bまた A抽出された課題

をもとに u食」かむ u生ぎるこぬ分き議論を発展きせ A u社会の中で生き抜‚-ヂカラ」
を育む教育について検討ずる B

Ⅰ到達目標]
酪農生活体験を軸とする「農村ホームステイ vに参加することで A u食 vや u命 v等に

" E" C関する意識や蓋えを深めることができる B
; C- E実体験定めゑ学べる現場での生の知識や気づきをおとに B他者とも議論 A意見を共

 C C E C㍉ A    E E- C
- E E E E E d--

"-‚Õ C有しながら教員とな支子どもたちに伝えるねめの手法を検討ずること‚ä Bでき‚é B
" C C E C C C C- C E C E E C C-- E C，"";";""抽用;きれた課題をもと‚È‚±「食@カ A‚È- u生きる‚±‚Ç」‚Øと議論を発展させ「社会‚Ì E中‚Å E

@@@@@@@@@@@@@@@@@0" C  C@安‚«がおぎ捷" C"
@@"@@一@@一@@@

 C  C-- E E-" A- C-- E-- E E--， C漢蟻鮭 C笘ƒY"牙カラョ Cを育む教育のあり方を検討おでかくための基礎的視野を養5‚±と

@@@@@@@@@@@@一
@@@@で@一@@@一@@@@@@@

一一"-一""
問い含わせ
〒085-8580 ƒSヒ海道釧路市城山1 T目15番55-- 
北海道教育大学釧路校(担当准教授宮前耕史)
TEL/研究室直通0154(44)3238 FAX/釧路校0154(44)3218 
巨mailmiyamae.yasufumi⑥kh0kky0dalaClp
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パネルデイスカッション

司会近江正隆Ⅱ株)ノースプロダクション社長、北海道教育大学釧路校非常勤講師、

文部科学省「今後の学校における食育の在り方に関する有識者会議」委員)
パネリスト半澤

伊藤

礼之(北海道教育大学釧路校准教授)

美美(北海道教育大学釧路校地域教育開発専攻2年生)
アドバイザー佐々木貴子(北海道教育大学札幌校教授)

近江正隆氏パネルデイスカツションの模様

(近江) 
それでは、私もこのような役割は不慣れではあります

が、パネルディスカッションの方、進めさせてただきた

いと思います。時間も限られてはおりますが、積極的に

フロアの皆さんとも意見交換をしていきたいと思います。

よろしくお願いします。

半澤先生からの報告があり、伊藤さんにも思いを語っ
ていただいて、佐々木先生からの話がありました。佐々

木先生のお話をうかがって、本当に響くキーワードと言
いますか、ずっと心の中にとどめておきたいと思うよう

な言葉が、私自身、いくつかありました。お話しの冒頭、

ESD というお話の中で、他者の命に与える影響を配慮し
た生き方、これを家庭科でやられるということは、なか

なかそこまで考えられない。すごいなと思います。また、
命をつないでいくというための食教育、そして防災教育。

なぜそういった取り組みにこだわられているのかという

理由も、理解することができました。

ESDのお話が出て、私もESDについてあまり詳しい知

識もありませんが、今回もコーディネーターという立場

で酪農家民治体験に関わらせていただいていますが、も

う一方で、地域の子ではなく、都会の高校生に対しても
同じようなプログラムを提供させていただいています。

その中で、今年のlo 同2 日、大阪教育大学の附尾池田高校、
そこの再校2年生を受け入れました。そのきっかけになっ

たのはもともとその再校の先生で、今は大阪府立大学で

教員をしていらっしゃる伊井先生という方が、EsDとい

うことで大阪でご活躍されているそうですが、その方と
お話をさせていただいた時に、まさしく他者を思う、思
いやりというのを一言で考えるとどのようなものと考え

ますかと言われました。

思いやり、優しさ、人のことを気遣うというようなこ

とを私はお答えしたのですが、伊井先生が言われたのは、

伊井先生の言葉ではなくて、ESD という考え方が進んで
いる、たしかフィリピンや東南アジアの子どもたちの話
だったと思いますが、「思いやりとは人の責任を引き受け

ることだ」と言われました。ESD ということで、仝年で

3年間関わらせてもらっていますが、持続するためにはそ

こまで本質的に考える必要があるんだなと。先ほどの佐々
木先生の話をきいて少し思い出しましたところでした。

時間も限られているので本題に入っていきたいと思い
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ます B「教育フィールド研究8」のご報告をされた中で  A
学生さんのインタビューや伊藤さんのお話もありました B
そして佐々木先生からもお話をいただきました Bそれら

を受けて A企画者の立場から Aまずは半澤先生の方から
コメント Aご感想があればよろしくお願いいたします B

半澤礼之氏

(半澤)
半澤です A改めてよろしくお願いします C今日いろん

なお話を聞いて思ったのは A先ほども佐々木先生のお話
しの中にもありました Bこの体験を一つの授業の中に閉

じない A体験して終わりにしてしまわないということだ

と思います Bそうではなく A大きな視点から言えば「生
き方」というところにつなげていく Bまた A大学生とい
うことで言えば A他の授業での学びであるとか A体 E験 B
そういったところと A民泊での体験とか学びというとこ

ろを関連付けて理解し A考えていくということが非常に
重要になるのだろうと思います Bまた Aそのためにも A

企画サイドとしても A2泊3日体  E験してそれで授業が終

わりということではなく Aこの先 A体験がより豊かに広

がり A学びとして残っていくような仕掛け A働きかけを

していかなければならないと思います B
加えて言えば A「教育フィールド研究ぬ酪農家尻泊体

験に参加してくれた学生さんたちはいずれ教師になりま

す B私は今教員として発言していますが A学生さんたち

が教師になって子どもたちに民泊体験をさせる時が来る

とすれば A同じ視点が必要になってくるということです B
ぜひそういうことも意識しながら A我々としても学生-と

しても Aともに豊かになるような民泊を Aこれからもやっ

ていきたいなと思います B

(近江)
ありがとうございます Bご報告の中で A課題というこ

ともあったと思うので A後ほどまたお話しをうかがうこ

とになるかもしれません B
去年と今年に参加された学生さん A本日の参加者の中

にも6一7名ほどいらしたと思いますが A今 A企画サイ

ドの半澤先生からのお話しを受けて Aあるいは今日のご

報告を受けて A学生さんの方から何か感想をもらいたい
と思うんですけれども Bまずは昨年参加された方 Bその

後二年経って Aなかなかこのような体験をされたという

こともなかったように思いますが A今回のご報告を聞い

て Aいかがでしょうか B昨年のシンポジウムでは Aこち

らにご登壇していただいた梶さんがいらっしゃいます B
いかがでしょうか B
(梶)

昨年「教育フィールド研究8」に参加させていただいて  A
 Aンンポジウムでは伊藤さんと同じところに座らせていた

だきました Bですので Aもちろん体験もしましたし A体

験をどのように伝えるかということについても考えるこ

とができました B

佐々木先生のお話しの中で A排泄物の処理ということ

は都会の了にはやらせない方がよいのではないかという

お話しがありました B私もそれはぜひやってもらった方

が良いと思いました Bというのも A私は昨年 A安達さん

のお宅で民泊をさせていただきました Bそこでは搾乳 A
これは酪農体験という意味では「楽しい体験」というこ
とになると思いますが Aそれを簡単にさせるわけにはい

かないということで Aさせてもらえなかったんです B一

方で A排泄物の処理にはかなり時間がかかりました Bでも A
だからこそ A排泄物の処理には時間もかかるし匂いもき

ついしという Aそれをさせてもらったからこその学びが

ありました Bまた A学童保育の子どもたちへの食言講座  A
私もすごくやってみたいなと思って聞いていました B

2つ質問があります B伊藤さんに質問なのですが A一
つは A私も昨年シンポジウムに登壇させていただいて A

伝えるということはとても難しいことだと思いました B

半澤先生のご報告の質料の中で A「食 E生命の繋がりや重
要性を伝えるものとしての教師」という項目で A「伝えら

れるようになったと思う」という感想が4 E49もあってす

ごいと思ったのですが Aもしかしたら私が未熟なのかも

しれませんが A私も昨年登壇するに当たって E実感を卸っ

て人に伝えるのはとても難しいと思いました B伊藤さん

が A特にこれは伝えることは難しい A苦労したと思われ
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たところをお聞ききしたいです。

二つ目は、伊藤さんは道東のご出身ということで、地
元でも牛に触る機会があまりなかったということでした。

その中で、都会の子どもを対象にという時に、全てを体
験してもらうというのはカリキュラム七難しいのだと思

います。そうした時に、都会の子どもに対してはどのよ

うな教育、食育ができるのか、お考えがあればお聞きし
たいと思います。

伊藤美美氏

(伊藤)
ありがとうございます。一つ目の「伝える」こととい

うことについてですが、すべてにおいて伝えるというこ

とは難しいなと感じました。やっぱり感情の部分が大き
くて。たとえば牛の餌やりをしたという事実だけなら伝

えることもできますが、体験にともなった感情を伝える

というのはやはり難しくて。体験した者にしか分からな

いっていうのはやっぱりあると思いました。

自分が子どもに伝える時に、自分の言葉だけで伝える
ことは難しいと思いますが、自分が少しでも体験してお

くと、匂いはきついけれども、「牛は少し喜んだような顔
をした」とか、自分が感じたことを伝えることはできる

のではないかと思っています。それでも難しい場合もあ

ると思うので、やはり体験をしてもらうということが大

切だと思います。伝えられることにも限界があるので、

やはり私は体験を推していきていきたいなと考えていま

す。

二つ目、都会の子にどのような含有があり得るかとい
うことですが、実際にこの問題は、期間中のグループワー

クでも取り上げられました。道東、北海道のような地方

では身近で体験ということも実施しやすいのかなと思い

ますが、都会だと、飛行機を使ってという風になると思

うんですよ力a。あまり深いところまでは話せなかったの

ですけれども、今は受け入れ農家さんもたくさんいらっ

しゃるということですので、そういう方が増えていくこ

とによって、都会の子どもにもそういう体験をしてもら

うということも可能だと思います。都会の子どもたちに

こそこういう体験をしてもらいたいという思いもあるの
で、やはり人とのつながり。都会と田舎では少し違いで

すけれど、人と人とのつながりを作っていければいいな

と思っています。あまり答えになっていないかもしれま

せんが、すみません。
() 

ありがとうございます。やはり都会の子どもだからこ

そ、体験、民泊ということもそうですし、日頃の生活の
中で、いかに食について身近に考えてもらうかというこ

とが大切なんだなと改めて感じました。ありがとうござ

いました。
(近江)

ありがとうございました。また機会があったら体験し

てみてください。もうお一方、今回、受け手側としてご

尽カいただきました。この企画は送り出す側だけでは成

立しません0受け入れてくださる農家さん方がいらっしゃ

るからこそできるわけで、また、農家さんを束ねる組織
があったからこそ、このような仕組みができてきている

のではないかと思います。JAコヒ海道中央会根釧支部の手
口さん。今回、農家さんを束ねていただいた中で、今回

のような企画、または一連のお話をお聞きいただいた中
でのご感想を一言、よろしくお願いします。

(手口) 
ご紹介いただきましたJAコヒ海道中央会の手ロと申しま

す。根室地区農協青年部連絡協議会の事務局をしていま

す。若い青年部の人たちで、このような事業に関わって

います。みな、このような事業を通じて学生さんに体験
してもらって、それをみなさんなりに暗み砕いてもらっ

て、これからそれぞれのステージの中で行動に移しても

らいたい等、強い気持ちをもってこの専業に参加してい
ます。

来年に向けて、みなさんがこのように振り返りをされ

ているように、我々も今年の体験を踏まえて、来年もよ
い事業を作って行こうと思っています。少しでも農業の
現場を身近に感じてもらえればいいなと思ってやってい

ますので、よろしくお願いします。
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(近江)
ありがとうございました B私も以前 A寺口さんたちの

企画で A若手農業者の方たちと意見交換をする機会があ

りました B先ほども促さんの質問 A伊藤さんのお答えの
中にもありました B若手農業者のみなさんも A自分たち

のことを分かってほしいということで A食育活動をかな

りやっています B根室や北海道に限らず A全国的に Aこ

れから長い期間 A農業に従事する若手農業者が危機感を
もちながら Aまさに農業 A農山漁村の持続可能性という

ことを求めて金膏活動をされています B
でも Aそこで大きく課題として言われていたのは A自

分たちは場を提供することはできるけれども A伝えると

いうことになると自分たちは全くの素人だと B伝えるス
キルをもっともっと磨いていていかなければということ

で研修をしようという話もありました Bそうした中で A
今回のシンポジウムがありました Bここで考えましたの

は A得意不得意ということがあり A役割分担があるので
はないかと B伝えるということを生産者に求めていくの

は違うのではないかと B生産者は場を提供するという所

では優位性がありますし A強みがあると思います Bあと
はつながる先生方の仕事であるという彼割分担の中で A

体験活動やその振り返りからの学びということを含めて  A
そこは先生方との関係の中下作っていくことができるの

ではないかと思います B

一方ではそうした事業と Aまた「教育フィールド研究8」
にも関わらせていただく中で Aこれはつながりを作って
いく中で A農業者 E生産者と教員が一緒になって伝えて

いくということを考えるきっかけにもなるし Aもしかし

たら将来的にはこうした取り組みこそが A伝えていくた

めの唯一の手段になっていくのかなと学ばせていただき

ました Bとはいえ課題が山積みであるとは思いますが B
時間も限られていますので A課題という部分について  A

先ほど半澤先生のご報告の中で A課題については後ほど
ということもありました Bさらにに踏み込んでご意見を

いただければと思いますが B
(半澤)

課題としては Aまず実務的なものがあります Bお金の

ことや時間のことですメa Bまた Aそれ以外のところで A
学びという点で課題を申しヒげます B

民泊が終った後 A1か月から2か月くらいたったとこ

ろで何名かの学生さんにインタビューをしています B先
ほど動画で見ていただいたものは民泊体験中のインタ

ビューということになりますが Aこれとは別に A1か月

から2か月くらいたったところで Aどのような感想 Aをもっ

ているかということでお話しを聞きました B
民泊体験直後は意識も高まっていますので A報告の中

でも触れましたように A食べ物を残さない A命を考える

という結果は出ていますが Aやはり時間が経過していく

と Aさきほどもこれからの生活や人生に生かすという話

はありましたが A意識の高まりや熱さというのが薄れて  A
どうしても食べ物を残してしまうという行動が出てきて

しまうというようなお話がありました B
ただ A民泊に行く前と行った後とで何が一番違うかと

言いますと Aこれじゃだめだという反省ですね B行動レ
ベルで言うと民泊前と同じ行動をしてしまうということ

はありますが A意識レベルで言うと Aそこで自分自身の
反省が加わるようになると Bそういうことを学生自身が

言っていました Bこれはどういうことかというと Aきっ

かけがあれば民泊の体験を巴い出し Aそしてそれを考え
ることができるようになるということです Bですので  A

企画側の今後の課題としては A民泊体験を体験だけで終
わらせない A振り返りもしていますが Aその後のきちん
とした形でのフƒHローアップをするという点があげられ

ると思います B
もちろんこのシンポジウムもフƒHローアップの一つに

はなっていると思いますし A前回 A今回の民泊の参加者

がここに果てくれているというのも非常にありがたいこ

とだと思います Bそれを我々教員側がやるということも

ありますが A体験を話し合うとか A学生さんたちにも自

主的に振り返りをしたりする等してもらって A民泊の体

験は学生たちにとっては有効に働いているわけですけれ

ども Aそれをまさしく持続させていくと言いますか Aフオ

ローアップをしていくことが今後の課題の一つです B
もう一つは先ほど梶さんと伊藤さんのやりとりの中に

もありました Aこの体験を Aフォローアップするのと同

時にどのように伝えていくかということですね B学校の

先生になった時 A子どもたちにどう伝えていくのかとい
うことについて A学生たちは伝えることができるように

なったという気持ちは高まっていますが A伝える術を私

自身も含めてまだ持っていません B伝える術を持ってい

る方とのつながりと言いますか Aそうした方からお話を

聞いたりしながら A考えていくことが必要かなというの

が今後の課題の二つ目になります Bそのような実践をやっ

ている方がいらっしゃれば Aお話をうかがってみたいと

思っています B
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(近江)
ありがとうこさいますoフォローアノブ、今後につな

けていくということでの課題が見えてきたのかなと恩、い

ます。そのあたり、佐々木先生におうかがいしたいと偲、

いますが、札幌校では学生たちが体験したことを子ども

たちに伝えるという取り組みもあったと思ったのですが、

今の半澤先生からの今後の課題というお話をお聞きして、

釧路校の「教育フィールド研究8」をまさに持続させて

いくためのこ助言、アドハイスをいただけたらと悪うの
ですが。

佐々木貴子氏

(佐々木)
まず、先ほどの伊藤さんのお話がとても素晴らしかっ

たなと思っています。餌をあけたことは伝えられても、

その時の感情は伝えることはできない。でも、餌をあげ

たら牛が喜んだ顔をしたという言葉で伝えることはでき

る。それはすこい素敵なことですよカa。というのは、そ

れを聞いた子ともたちは、牛はとんな顔をして喜んだの

だろうと想像しますよ@a。自分が喜んだ時の顔はこんな

顔だけと、牛が喜ぶ頻ってどんな頻って。イメージや想

像を子ともたちが時つというのはとても素晴らしいと思

います。ぜひ、そのような言葉を子どもたちに伝えられ

る教師になっていく、いろんな言葉を見つけて、どうす

れは子どもたちが創造性豊かに受け止めて考えてくれる
だろうと考えていけは、必ずや子ともたちに伝わってい

くだろうと感じました。

半澤先生のお話しの前に、札幌校の学生たちは、小川
さんの家に行く前にこんな風に考えているんです。みな

さんもそうじゃないですか7酪農家さんの家に行くの@

臭いのかなあとか、酪農家って儲からないのではという

ことを、実際にうちの学生は思っていたらしいんです。

でも聞いたら、私の給料より高かったと、学生は驚いて

いました。何でもがすごく大変で、牛の世話をしたり用
付けをしたり本当に大変だと怒っている。ところが、お

二人に会うととても楽しそうに生活していらっしゃるん
ですよメa。学生たちが、牛がいるからここは旅行にも行

けないでしょ7と聞くと、いや、年に数回は旅行に行くよ、

用事があるときはいつも2人でいくよと。そしたらこの

牛はとうするんですかと聞くと、いや、地域の人たちが

みんなで協力し合って支え合っているから大丈夫だよと。
そしてその年数回の旅行は、自分のお父さんやお母さん

と比べたら、よっぽと多く旅行しているわけです。

ちょっと見方が変わったなとなってくるんです。給料

も安いでしょというと、2人でl400百以上だよとか、そ

んなに儲かるのとか話をしますが、でも、ここは大規模

な農場ではないから本当に一所懸命、世話しながらやっ

ているんだけとねというと一変するんです。学生たちは
元気になるんです。空気がきれいだし、こ飯も美味しいし、

都会にはない世界、広々とした環境の中で、学生は何か
体験をしたことのない感情を抱くみたいです。そこがと

ても大事だと思います。先ほともブラノクボノクスとい
う話もありましたが、私たちは酪農家さんの生活が見え
ていない。つまり、第三次産業の中で生活している子と

もたちは、農業、酪農とかというと、汚いとかキツいと

かいう3Kイメージを持っているけれど、違うんだよと。

それが人間の原点なんだよと。

都会で心が病んだ子ともたちが「ぶんちゃんの家」に

一週間いると元気になる。それは何かというと、私たち

が原点を忘れている。何かモ/があって裕福で。何をもっ

て裕福かはわかりません。でも、今の自分が持っている

ような、たとえは札幌だったら、あれもあるこれもある
ということが裕福という価値基準になってしまっている

子どもたちにとって、でも、そうではなくて、このよう

なところが心の奥に価値基準として必要だということに

気づくのかな、と。でもその部分が見えない。でも、近

江さんやぶんちゃんたちが拓いてきた「農家においで」

と言ってくださる、そのような体験が、はじめてそれを
見ることができる第一歩になるんじゃないかなと。生活

をお互い見せていくということが大事なのではないかな

と悪いました。そういったことを強く感じました。

(近江)
ありがとうこさいます。見えていない、つながってな
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いというところを根本的に解決することが必要なんだと

改めて思いました B
本当に原点なんですよね Bそれが生きる上で絶対に必

要なのに自分事としてとらえられていないというところ

が問題の根幹なのかなと Bではどのようにすれば自分掌

として感じられるんだろうと考えた時に A先ほど伊藤さ
んも伝えるというところでおっしゃいましたが A自らそ

う感じなければならない B肌で感じる A五感で感じると

いうところがまさしくそうで B知識を得るという意味で

はプラスもあれば A逆にできないことであるとか Aかな

わないであるとか Aマイナスの部分は Aなかなか学カと

か学びで評価できません Bでも Aできない Aかなわない

からこそ関わらなければならない Aつながらなければな

らないとか Aそういう価値観にもつながっていくのでは

ないかと Bそういったところの入口は Aやはり体験でし

かないのかなというふうに改めて感じました Bそういっ

た中で A今年は半澤先生にもご協カいただいて Aコンセ

プトマップで可視化するということができたのは大きな

実績になったと思います B
実は佐々木先生とは初対面ではありまぜん B先日 A実

はJA 北海道中央会の方と一緒に Aあるお願いをしに上

がらせていただきました B手短にお話したいと思います B
昨年から AJA北海道中央会の方で A現職の先生方とのつ
ながりを作るということで A小 E中学校 E再校の現職先
生方を対象にホームステイをしてもらうということをし

ています B釧路校「教育フィールド研究8」とまったく
一緒だと思います B誰がこのような取り組み A先生と農家 A
役割を考えながら伝えていきたいということをしている

かというと A青年部世代 B北海道全体の青年部世代です B
昨年 A試験的に行って A今年は道南 A函館であったり A道東  A
オホーツク A宗谷等 A12 の地域で A代表者の方が地域の
先生方をホームステイ A民泊体験で受け入れて A一緒に
考えていきましょうというプロジェクトがスタートしま

した B
現職の先生方に対するアプローチですから A道教委等

の方でも試行錯誤をしながら A先生方に対してこのプロ
グラムをどのようにどうやっていったら良いのだろう A

また先生たちはこのプログラムに対してどういったこと

を求められるのだろうということを A佐々木先生にもご
相談いただき始めたところです Bゆくゆくは先生方と教

員養成課程ということで A入口は違うかもしれませんが A
佐々木先生の今日の話を聞いて A根源は同じなのかなと B
いずれは教育大学という大きな枠組みの中で Aこのよう

なことを伝えていくことができる A大きなうねりができ

れば嬉しいなと勝手に思っている次弟です B
時間も過ぎてしまいましたので A最後に一言ずつ Aお

願いします B先ほど佐々木先生からエールもいただいた

と思います B伊藤さん A先ほどのお話しと重なるところ

もあると思いますが A今後の抱負ということで A一言お

願いできればと思います B
(伊藤)

ありがとうございます B私は将来 Aやはり道東での教
育に携わりたいなと考えておりますので A今回の体験を

活かして A地域とつながりをもった教育をすることがで
きればと考えております Bこのような体験をさせていた

だき Aたくさんの方々に関わることができました B本当

にありがとうございました B
(佐々木)

私は「子ども地域防災教育」という授業で A年に一度

は必ず釧路校に果て授業をしています B私の夫も実は釧
路校の卒業生で A教師をしています B干葉県の中学校の
校長をしていて A今年が最後になります Bみなさんの先

輩になりますね B釧路校の学生は A札幌校の学生と比べ
て A4年間の大学生活で伸びると私は思っています B札
幌校の学生たちは A大学に入ってくる時 A偏差値という

意味では高いのかもしれませんが A出て行く時どうなの

かなと思います B釧路校の学生たちと「子ども地域防災

教育」という授業で関わっていると A非常に伸び代があっ
て A一生懸命取り組む姿が見られるんですね B先日そん
な話を夫と話しました Bすると夫は何と言ったかという

と A釧路という地域が学生たちを育てているんだと思う

よと話していました B
うちの夫は大阪の生まれで A釧路に果て Aそして干葉

で教員になっていくことになるのですが A釧路校の学生

が地域に出て行くと Aあなた教育大の学生さんかい Aが

んばりなよと A地域の方 Aおじさんおばさんに言われる

と B今は国立大学法人になりましたが A地域の人たちは A
地域にある大学として A教育大の学生たちに期待をして

いるんだと Bそのような期待を受けて A学生たちもそう

した期待に応えるためがんばっていかなくてはと思うか

らではないかな Aと話してました B私も同じことを考え

ていて A先ほど伊藤さんにもどう?と尋ねたところ A伊

藤さんも教育大の学生なんだね A頑張りなさいよと Aそ
ういうこともあるかもしれないと聞いて A今日も夫との

話が増えたと思いました Bそうなんだと思います B
酪農体験でみなさんを受け入れてくれる近江さんたち A



命の糧 「食」の価値を感じ・考え・伝えるために125

地域の方々が思いを託しているわけです。その思いを確

実に受け取って、次の世代に伝えていくことがあなたた
ちの役目です。体験で終わらずに子どもたちに伝えていっ

て、はじめてこの大学で学んだことを生かせるんだと思

います。ぜひそのことを忘れずに活躍していってもらえ
たらと思います。今日はありがとうございました。

(半澤)
佐々木先生の今のお話が締めでも良かったんじゃない

かなと思いますが、一点だけ。今までお話があった中で、

近江さんがお話しされていたことに共感することがあり

ました。このような体験をしたら、感動しました、勉強

になりましたということを学生さんはお話ししてくれま

すが、勉強して知識が増えていくということは、分から

ないこととか知らないことも増えていくことにつながる

わけです。勉強すればするほど、知識が増えれば増える

ほど自分は何を知らないのか、何ができないのかという

ことに気付くことができる。これは非常に大切で、この

ような体験をした時に、非常に勉強になりましたという
だけでなく、もっと葛藤や苦悩をしてほしいと思います。

体験をすることで牛のことが分からなくなったとか、
町のことが分からなくなったとか。余計分からなくなっ

たというのは学びの重要な一側面だと思います。繰り返
しになりますが、知識が増えれば自分の㎜知に気付くこ
とができます。そこから新しく学ぼうとする力が生まれ

ると思います。このような体験授業は、座学の授業もも
ちろん大切ですが、そういった気付きをたくさん与えて

くれる実習だと思うので、ぜひこの実習に参加したり、
他の体験学習にも積極的に参加するということを、先ほ
どのような話を念頭において、していただければと思い

ます。
私も釧路校に果て2年ですが、みなさんにはたくさん

の伸び代があると思っています。この大学で非常に楽し
く学ばせていただいているので、これからもいっしょに

がんばっていけたらと思います。

(近江)
ありがとうございました。短い時間でしたが、僕自身

一番学ばせていただきました。先ほどの佐々木先生のお

言葉にありました。本当に名言中の名言だったと思いま
す。知識だけではなく生き方につなげていく。今年、去

年と参加していただいた学生さんは、ぜひ生き方につな

げてもらいたいと思いますし、また、それを言葉でつな

げていってほしいと思います。

来年もこの取り組みは続くと思います。ですので、体
験した学生さん、授業に参加された学生さんたちが、さ
らに生き方としてつなげていけるよう、私たちも学んで

いけたらと思います。時間が過ぎたので、パネルディス

カッションを終わりたいと思います。どうもありがとう

ございました。
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閉会のご挨拶

玉井康之
‚-北海道教育大学釧路校教授 E副学長(釧路校担当U

副学長の玉井です B本来ならここでお礼のご挨拶とな
りますが A私も一言感想を述べさせていただいて Aお礼

に替えさせていただきたいと思います B

まず A近江先生 A佐々木先生 A半澤先生 A伊藤さん A
そして受け入れてくださった農家の皆様 Aコーディネー

トしていただいたJA北海道中央会根釧支部の皆様に御礼
申し上げたいと思います B私も本当にいろいろなことを

勉強させていただきました Bありがとうございました B

「食」ということ自体 A子どもたちにとって身近なもの

ですが A教科内容としては総合的な特色を持っています B
教科横断的な内容 A総合的な内容を持っています B「食」

を通じた体験学習は A教科の内容としてあらゆるところ

に持っていくことができる B共通課題として扱える本当
に有用な素材です Bきっとみなさんが現場に行かれた時

も Aあらゆる教科と結びつけながら教育ができる大事な

素材と思います B
それから2点目 A地域 B学校の先生は A子どもの相手

をしているだけではなく A保護者や地域の方々も含め A
さまざまな人とのネットワークをつなぐ Bそう言った意

味でのつながりを実感することができるようなこうした

機会は A本当に勉強になると思います B色々な人々を結
びつけつつ A子どもたちにも教育の素材を提供していく

ことができれば A自分だけでは伝えられない様々な現実

や A様々な深い知識を教育に持ち込むことができます B
そういうネットワークを作ることができるこのような機

会は A本当に大事なことと思います B
本校の卒業生の初任地の半数は僻地です Bそうすると A

道東の地域では A酪農地帯に行くということになるのが

ほとんどです B子どもの生活も分からないで A結局農業

のことや食べ物のこと Aあるいは生物を教えたりするこ

とになります B子どもは実際現場を見ているわけですが  A
これらについて中途半端な理解のままですすめていくと

いうのは A教師として浅はかです B子どもたちの生の生活 A
それは子どもたちの生業でもあって Aそのおかげで私た

ちは食べることもできている B子どもたちの生活を知る

といった意味でも A今回は大事な体験であったと息いま

す B
先ほど近江先生もお話ししていましたが A農業 E農家

の方は A現実を伝えることができます Bただ Aそれを伝

えるということは必ずしも農家の役割ではない Bこれは

教育の役割なのだということをお話ししていました B本

学の中でも釧路校は93胚の学生が教員採用試験を受ける A
日本で一番教師を目指す率が高い大学です Bこの大学が

その伝えるということを使命にしなかったら A役割がな

くなってしまいます B
子どもたちに伝えていくという中で A子どもたちが自

分たちの生業や命の糧 E食の大切さを理解することがで
きれば A彼らは必ずや元気になって A地域の担い手の一

人となってくれるだろうと思います Bその媒介をするの

がわれわれ A教育という彼割を担った人間です Bみなさ

んが体験したことをぜひ教材にして A今度は伝える側に

なっていただきたい B自分の知識を今度は実践に還元し

てもらえたらと思います B
本学は実践 E体験を重税するということを是としてい

ます B色々な機会がありますが Aそうした実践 E体験を A
今度は現場で子どもたちに伝えていくという取り組みに

つなげていってもらえたらと思います Bこれらをトータ

ルに考えるとESD という発想 Aになると思います B本校は A

教員養成大学としてESDを推逸し Aセンターを持ってい
る唯一の大学です B取り組みの成果を子どもたちにもつ

なげていければと考えています B本日はご参会いただい

た方々 A本当に熱心に聞いていただきました B体験の場
を用意してくださったみなさま A地域のみなさま A本日

のパネリストのみなさま Aそして準備をしてくださった

宮前先生をはじめご準傭いただいたみなさまに不当にお

礼を申し上げたいと思います Bどうもありがとうござい

ました B


